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令和2 年11 月1 日 公益財団法人 郡山地域テクノポリス推進機構 

日本大学工学部が主催し、郡山地域テクノ

ポリス推進機構が連携し、産・学・官連携の

フォーラムを開催します。本年は、新型コロ

ナウイルス感染拡大防止のため、ウェビナー

形式で行います。 
日本大学工学部 Web サイト上で YouTube

にてライブ配信いたしますので、是非、ご視

聴ください。 
 

～福島県で活躍するベンチャー企業や産学官連携の取り組み～ 

 

令和2年10月12日（月）、マイスターズ・カレッジ2020を開催いたしました。 
 本事業は「産学連携製造技術人材育成事業」として平成18年度より実施しています

が、今年度は、新型コロナウイルス感染症対策の観点から、通常の製造技術人材育成

事業として、複数回の開催が困難だったことから、事業者向けの講座として、事業継

続計画（BCP）を策定するために役立つ知識を修得する内容で開催しました。 
 午前の部として、日本大学工学部の金山教授、森山教授が、昨年の台風19号による

日本大学工学部キャンパス周辺の災害状況や学生の避難状況など、今後の参考になる

講演がされました。 
 午後の BCP 策定のための講座として、ミネルヴァベリタス株式会社 代表取締役

の松井裕一朗氏が、事業継続計画の具体的な策定方法について、講義していただきま

した。 
 このBCP策定講座は、製造事業者だけでなく、あらゆる企業や団体にとって検討し

なくてはならない課題であり、参加企業からは非常に有用性のある講座であったとの

評価を得たところです。 
 今後も有意義な講座を開催してまいります。 
 

ロボットテクノロジーフォーラム

を以下のように開催いたします。 
 今回は、「ロボット導入におけるすそ

野を広げる」をテーマに、コーディネ

ーターである日本大学工学部機械工

学科・武藤伸洋教授及び株式会社エ

フ・エー・アネックス代表取締役社長 
松枝芳典氏による講演を行います。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、Webによる

講演でございますので、皆様、職場などでお気軽にご聴

講くださいますようよろしくお願いします。 
 

◆  ◇  ◆  ◇  ◆  ◇  ◆ 
■日時：令和2年11 月9 日（月）14：00～16：00 
■プログラム 
「産」を代表して講演 14：20～14：50 
エムケー技研の産学官連携の取り組みについて 
株式会社エムケー技研 代表取締役社長 諸根理仁 氏  
「学」を代表して講演 14：50～15：20 
アフターコロナを見据えたロボット技術 
日本大学工学部 教授 武藤伸洋 氏 
「官」を代表して講演 15：20～15：50 
福島県ロボット関連産業の振興について 
福島県商工労働部 ロボット産業推進室 室長 鈴木章文 氏  

■参加費：無料 

■主催：日本大学工学部工学研究所 
公益財団法人郡山地域テクノポリス推進機構 

■ウェビナー視聴方法： 

日本大学工学部 Web サイト上で YouTube ライブ配信を

いたします。 https://www.ce.nihon-u.ac.jp/ 
 

 

◇  ◆  ◇  ◆  ◇  ◆ 
■日時：令和2年12 月7 日（月）14：00～ 
■場所：ZoomによるWeb講演 
■内容 
講演1「少子高齢化・アフターコロナ時代のロボット技術」 

  講師：日本大学工学部機械工学科 教授 武藤伸洋 氏 
講演2「ロボット活用によるモノづくり革新」 

  講師：株式会社エフ・エー・アネックス 
代表取締役社長 松枝芳典 氏 

■主催：郡山テクノポリス地域戦略的アライアンス形成会議 
共催：日本大学工学部 

■詳細・お申し込み： 
公益財団法人郡山地域テクノポリス推進機構 HP から

お申込みください。 
  https://www.techno-media.net6.or.jp/techno/ 
■お問い合わせ：公益財団法人郡山地域テクノポリス推進機構 
   TEL；024-947-4400  FAX：024-947-4475 

～ロボット導入におけるすそ野を広げる～ 

日大工学部金山教授の講演 

日大工学部森山教授の講演 

ミネルヴァベリタス㈱松井代表取締役の 
BCP策定講座 

https://www.ce.nihon-u.ac.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元    （公財）郡山地域テクノポリス推進機構/郡山地域ニューメディア･コミュニティ事業推進協議会 
TEL 024-947-4400  FAX 024-947-4475  E-mail techno@nm.net6.or.jp 
郡山地域テクノポリスものづくりインキュベーションセンター 
TEL 024-926-0344  FAX 024-943-4441  E-mail monodukuri@nm.net6.or.jp                               

先月号からの続き『BCMの基本的な考え方』(その3)の4)～6)について掲載致

します。 
4)柔軟性の高い事業継続戦略  (参考:TRC EYEvol.279から) 

         東日本大震災では代替生産拠点を確保し、地域的な分散化を進めていたかどうかが早期復旧の鍵となりま

し        た。しかし、事前に代替生産拠点を確保することは生産性の観点から必ずしも合理的ではないことが多い。       
一時的にグルーブ会社や同業他社に外注する戦略が考えられるが、外注先との協定締結、治工具や金型の 

マッチング確認、調達物流や製品物流の検討など、事前準備が必要になります。 
 代替戦略も合理的ではない場合は、地道に被害想定を実施して、予想される復旧時間を考慮しつつ予備部

品の確保や在庫の積み増し、耐震性強化などのリスク対策を講じることになります。 
5)演習・訓練の実施 
定期的な演習・訓練はBCPの実効性を高めるだけでなく、年間の実施計画に盛り込み、演習・訓練の結果を反映させ、BCP

に生かすことが重要。 
6)サプライチェーン・リスクマネジメント(SCRM)の構築「経営者が主導し、継続的に管理する」 
新型コロナウイルスの影響で、中国からの原材料や部品などの供給が中断される事態に陥りました。供給中断リスクの軽減を

進めようとしている企業も多い。自社と同時に被災するサプライヤーの有無、競合他社の調達が特定のサプライヤーに集中して

いないかなどを調査し、代替サプライヤーの確保や部品の共通化および部品点数の削減、複数社購買などの対策を行います。 
SCRMの導入目的はサプライチェーンのレジリエンスを高めるとともに、期待通りの稼働を確実にするための対策です。 
リスクに強い工場をつくるために、是非、事業継続計画(BCP)から初めて見てください。 
次回は【現場力の向上】について掲載致します。 
 

今月のコラム 
（技術コーディネーター 井上明博） 

 

 

日本機械学会技術と社会部門主催、日本大学工学部

の共催で「第13回 新☆エネルギーコンテスト」が令

和2 年10 月17 日（土）行われ、郡山テクノポリス

地域戦略的アライアンス形成会議が協賛しました。 
新型コロナウイルス感染拡大防止策として、コン

テスト当日は Zoom により開催され、「アライアン

ス形成会議賞」の審査も Web 上で投票することと

なりました。 
優秀なアイデアを出した学生には、RIEFふくし

ま2020に出展する当機構のブースで、当コンテス

トのアイデアをポスター展示し成果を発表すると

ともに、企業の皆様等と意見交換する場を設け若手

研究者の育成に努めます。 
 

～新しい視点でエネルギーを利用する～ 

 

当機構が主催し、日本大学工学部工学研究所が共催した「第7回サステ

ナブル地域づくりフォーラム」は、令和 2 年 10 月 24 日（土）に郡山ビ

ューホテルで開かれました。 
 「子育て世代を中心として考えるサステナブル地域づくり」をテーマに、

約50 人が参加し、大学研究者等から地域づくりに関するこれまでの取り

組みや今後の展望などについて、理解を深めました。 
 フォーラムでは、コーディネーターである日本大学工学部土木工学科の

中野和典教授の挨拶と「ロハスを学ぶ自然系教材としてのアクアポニック

スの活用」をテーマに話題提供をいただきました。 
次に、日本大学工学部建築学科の浦部智義教授は、「健康で行こうよ！－

医・食×空間≒まちづくり－」を、日本大学工学部土木工学科の前島拓助教

は、「LOHASの舗装～人と環境に優しいみちづくり～」、そして、最後に医

療法人仁寿会 菊池医院 菊池信太郎院長が「持続可能な子どもの生育環境

の樹立を目指して～小児科診療所の取り組 
み～」をテーマに活動の報告と新たな取り 
組みについて、ご説明いただきました。 
講演終了後は、今年新築された医療法 

人仁寿会 菊池医院を見学、講演された 
方々のテーマが具現化された施設であり、 
今後、さらに発展していく様子がうかが 
えました。 

令和2年10月16日（金）・17日（土）

に、第16回目となる『メディカルクリエ

ーション2020』が、157企業・団体のWeb
出展で開催され、参加者総数3,232名で

した。コロナ禍で、初めてのWeb対応で

したが、遠地よりの参加と閲覧が目立っ

た展示会となりました。 
尚、第9回目の「MCF大賞」は、株式会社システムフレンド（広島市）

のモーション・ビジュアライザー（マーカー無しで体の動きを計測装置）

が選ばれました。 

令和2年10月14日（水）令和2年度 第2回ボ

ードメンバー会議が Web により出席者 14 名で開

催されました。主催者挨拶に引き続き議事に移り、

令和2年度事業報告、事業計画について事務局より

説明後、意見交換を行いました。「働き方改革セミ

ナー」45名、「RPAオンラインセミナー」40名の

参加者のもと Web で開催しました。「RPA ハンズ

オンセミナー」については8名で INC の会議室に

おいて実施しました。事業計画については例年 11
月に開催してきましたハッカソンを 2 月に延期し

Webで開催、3月春休みにロボット制作教室を予定

していますが、状況により延期または中止も考慮す

ることとしました。   
なお10月より桑折直樹氏の 

後任として、八島道昭氏が新メ 
ンバーとして就任しました。 
 

開会式の様子 小林委員長 

ニューメディア・コミュニティ事業推進協議会 

2020 開催報告 

参加者は興味深く診療所を 
見学しました（菊地医院） 

mailto:techno@nm.net6.or.jp
mailto:monodukuri@nm.net6.or.jp

